
芸
文
協
創
立
50
年
記
念
式
典
・
表
彰
式

県
芸
術
祭
第
70
回
記
念
表
彰
式

11
月
３
日（
水
・
祝
）、
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

富
山「
鳳
」に
て
、
昭
和
47
年
10
月
30
日
に
創
立
し
た
当
協
会

の
50
年
を
記
念
す
る
式
典
と
表
彰
式
、
並
び
に
今
年
70
回
を

迎
え
る
富
山
県
芸
術
祭
の
記
念
表
彰
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。

午
後
３
時
開
式
の
創
立
50
年
記
念
式
典
・
表
彰
式
で
は
、

新
田
八
朗
富
山
県
知
事
は
じ
め
多
数
の
ご
来
賓
、
役
員
ご
臨

席
の
も
と
、
長
き
に
わ
た
り
協
会
の
運
営
を
支
え
て
こ
ら
れ

た
方
々
を
顕
彰
し
て
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

式
で
は
、
故
・
小
泉
邦
子
氏
と
故
・
喜
多
野
瑛
氏
に
令
和

３
年
度
特
別
功
労
者
表
彰
が
授
与
さ
れ
、
続
い
て
創
立
50
年

記
念
表
彰
で
は
、
協
会
創
立
以
来
運
営
に
多
大
な
貢
献
を
頂

い
た
３
名
の
方
々
に
特
別
功
労
感
謝
状
を
、
事
業
を
積
極
的

に
ご
支
援
頂
い
た
４
団
体
に
感
謝
状
を
、
長
年
協
会
の
活
動

に
協
力
さ
れ
た
方
々
79
名
に
功
労
表
彰
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
海
外
13
名
の
方
（々
特
別
記
念
功
労
表
彰
10
名
、
功

労
表
彰
３
名
）に
も
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
午
前
10
時
半
か
ら
挙
行
さ
れ
た
県
芸
術
祭
70
回
記

念
表
彰
で
は
、
ご
来
賓
の
横
田
美
香
富
山
県
副
知
事
と
役
員

の
皆
様
方
に
ご
臨
席
頂
き
、
各
分
野
で
長
年
活
躍
さ
れ
て
い

る
９
団
体
34
名
の
方
々
に
功
労
表
彰
を
、
今
後
の
飛
躍
が
期

待
さ
れ
る
18
名
の
方
々
に
奨
励
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
表
彰
の
受
賞
者
名
は
、
２
ペ
ー
ジ「
お
よ
ろ
こ

び
の
人
々
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
本
年
は「
富
山
ひ
ま
わ
り
賞
」の
該
当
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
ま
た
、
当
初
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
、
創
立

50
年
記
念
祝
賀
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
状
況
を
鑑
み
、

来
年
に
延
期
開
催
す
る
予
定
で
す
。
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● 

お
よ
ろ
こ
び
の
人
々 

●

（
令
和
３
年
６
月
以
降
受
賞
順・

�

敬
称
略・記
名
順
不
同
）

第
50
回
記
念
日
彫
北
陸
展

　
北
陸
日
彫
会
賞�

川
田　
良
樹

第
72
回
毎
日
書
道
展

　
会
員
賞�
青
柳　
　
雛

山
根　
美
幸

第
63
回
富
山
県
短
歌
大
会

　
天
位・県
知
事
賞�
畠
山
満
喜
子

改
組
新
第
８
回
日
展
工
芸
美
術
部
門

　
東
京
都
知
事
賞�

尾
長　
　
保

　
特
選�

織
田　
定
男

第
69
回
二
科
会
写
真
部
展

　
会
員
推
挙�

一
ノ
谷
敏
治

　
会
友
推
挙�

永
山　
勝
久

令
和
３
年
度
地
域
文
化
功
労
者
表
彰

　
（
文
部
科
学
大
臣
表
彰
）

�

可
西　
晴
香

令
和
３
年
度

富
山
県
部
門
功
労（
文
化
分
野
）表
彰

�

筏
井
豊
華
翔

花
川　
吉
蝶

丸
箸　
芳
悦

矢
野
美
保
子

富
山
県
書
道
連
盟

第
26
回
若
山
牧
水
賞�

黒
瀬　
珂
瀾

令
和
3
年
度
富
山
県
功
労
表
彰

　

�

谷
内　
　
徹

　

�

高
橋　
修
宏

令
和
3
年
度
北
日
本
新
聞

　
文
化
賞�

中
井　
敏
郎

佐
佐
木
幸
綱

　
文
化
功
労
賞�

酒
井
和
佳
子

土
井　
　
浩

　
芸
術
選
奨�

中
村　
　
優

海
乃　
美
月

令
和
３
年
度
富
山
県
芸
術
文
化
協
会
表
彰

　
特
別
功
労
者
表
彰

（
故
）小
泉　
邦
子

（
故
）喜
多
野　
瑛

富
山
県
芸
術
文
化
協
会
創
立
50
年
記
念
表
彰

　
特
別
功
労
感
謝
状

久
泉　
迪
雄

小
泉　
　
博

酒
井
和
佳
子

　
感
謝
状�

北
日
本
新
聞
社

株
式
会
社
北
陸
銀
行

公
益
財
団
法
人
富
山
県
文
化
振
興
財
団

と
や
ま
こ
ど
も
芸
術
活
動
支
援
協
議
会

　
功
労
表
彰

髙
木　
繁
雄

髙
橋　
睦
美

大
門　
清
廣

萩
中　
幸
雄

林　
　
清
納

𠮷
川　
信
一

横
山　
豊
介

熊
谷
喜
美
子

川
原　
和
夫

得
地　
秀
生

前
川　
正
治

立
川　
善
治

山
本　
　
清

江
幡　
春
濤

石
井　
克
代

前
田　
正
行

髙
橋　
鐵
夫

中
尾　
譲
治

富
士
原
文
以
千
乃

黒
川　
雅
皓

河
崎
雅
都
美

黒
川　
真
理

長
谷
部
律
子

浅
岡　
節
夫

安
念
千
重
子

小
澤　
眞
琴

黒
田　
素
子

舘　
　
　
聖

高
尾　
眞
澄

窪　
　
邦
雄

谷
井　
美
夫

川
崎　
昌
博

平
田　
義
人

藤
間
寿
賀
藤

藤
間　
松
山

藤
間
藤
紗
枝

西
川　
扇
博

和
田　
朝
子

谷
井
よ
う
子

中
川　
立
子

大
川　
　
都

利
田
み
さ
き

可
西　
晴
香

久
郷　
秀
男

黒
田　
義
昭

舟
本　
幸
人

長
瀬　
天
帆

筏
井
豊
華
城

麻
生
豊
心
笑

木
口　
文
代

谷
内
田
重
次

若
栗　
清
子

池
田　
瑛
子

細
川
喜
久
惠

上
田　
洋
一

中
坪　
達
哉

坂
下　
　
淸

金
井　
澄
子

飯
塚　
幸
子

澤
田　
宗
基

磯
野　
宗
和

宮
永　
圭
子

浅
生　
幸
子

片
山　
直
子

磯
部　
実
甫

堀
田　
一
子

藤
井　
聖
代

田
中　
之
子

前
田　
玲
子

山
下　
瑞
穂

中
川　
雅
風

川
合　
史
光

工
藤　
泰
竹

大
谷　
弓
子

加
藤　
　
淳

米
原　
　
寛

吉
田　
　
泉

遠
藤　
　
稔

伊
東　
　
眞

　
特
別
記
念
功
労
表
彰

ベ
ア
ト
リ
ス・セ
ラ
リ
オ

パ
ト
リ
ス・セ
ラ
リ
オ

ピ
ン
ツ
ェ
ー
シ
ュ・イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン

ル
コ
ヴ
ィ
ッ
チ・ア
ン
ド
ラ
ー
シ
ュ

ソ
ー
ラ
ー
ト・テ
ィ
ボ
ル

崔　
　
　
凱

ロ
ブ・ヴ
ァ
ン・ヒ
ュ
ネ
ヒ
テ
ン

ノ
エ
ミ・ザ
ル
ボ
ヴ
ァ
ー

イ
ヴ
ァ
ン
カ・ク
ビ
ツ
ォ
ヴ
ァ
ー

ヤ
ロ
ス
ラ
ヴ・ス
ラ
ヴ
ィ
ツ
キ
ー

　
功
労
表
彰ヤン

ボ
ー
ル・ヨ
ー
ゼ
フ

ダ
ー
ニ
エ
ル
フ
ィ・ジ
ョ
ル
ト

崔　
　
　
暁

富
山
県
芸
術
祭
第
70
回
記
念
表
彰

　
功
労
表
彰

富
山
県
華
道
連
合
会

富
山
県
茶
道
連
盟

富
山
県
日
本
画
家
連
盟

富
山
県
洋
画
連
盟

富
山
県
彫
刻
家
連
盟

富
山
県
工
芸
作
家
連
盟

富
山
県
書
道
連
盟

富
山
県
写
真
連
盟

富
山
県
洋
舞
協
会

上
野　
成
堂

太
田　
宏
子

山
本　
秦
山

細
川
文
以
千
多

望
月
太
左
勝
衛

稀
音
家
多
祢
祐

桑
名　
博
勝

阿
部　
重
二

西
澤　
　
要

新
井　
耕
喜

酒
井　
一
雄

加
野
金
次
郎

古
賀　
盛
大

小
幡　
　
豊

森　
　
隆
俊

鮫
澤　
祐
二

谷
井　
政
夫

東　
　
延
嘉

藤
間
香
寿
富

西
川
扇
城
緒

角　
　
光
則

保
科　
克
則

清
水　
由
久

小
櫻　
邦
彦

小
泉　
量
裕

稲
垣　
岳
峰

林　
　
樹
月

信
清　
秀
晴

能
登　
清
美

魚
瀬
ゆ
う
子

太
田　
久
夫

古
澤　
尋
三

米
田　
憲
三

長
田　
裕
子

　
奨
励
賞

織
田　
定
男

渡
辺　
洋
輔

村
井　
義
治

川
村　
文
乃

又
場　
龍
大

藤
間
紗
枝
秀

西
川
扇
博
貴

藤
間　
松
顕

橋
本　
雪
乃

金
田
祐
貴
子

横
田
ほ
の
華

山
口　
京
香

桂
井　
優
依

渡
部　
佳
子

堀
井　
隆
幸

廣
川　
雅
人

石
塚　
賀
月

佐
竹　
宏
文

第
26
回
と
や
ま
国
際
草
の
根
交
流
賞

保
科　
克
則
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10
月
２
日
㈯
〜
17
日
㈰
の
期

間
、
韓
国
・
江
原
道
春
川
市
の

国
立
春
川
博
物
館
で
国
際
交
流

書
藝
展
２
０
２
１
が
開
催
さ
れ
、

県
書
道
連
盟
所
属
の
女
流
書
家

の
作
品
30
点
を
出
品
し
ま
し

た
。
昨
年
よ
り
台
湾
か
ら
の
作

品
も
加
わ
り
、
富
山
、
江
原
道
、

台
湾
の
女
流
書
家
の
競
演
と
な

り
ま
し
た
。
会
場
で
は
各
地
域

の
作
品
が
交
互
に
並
び
、
東
ア

ジ
ア
の
書
芸
文
化
の
伝
統
だ
け

で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

の
進
化
や
特
色
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
国
際
的
な
交
流
展
と
な

り
ま
し
た
。
書
芸
作
品
を
通
じ

た
本
交
流
事
業
は
、
江
原
道
女

流
書
藝
家
協
会
と
の
協
力
の
も

と
、
２
０
０
９
年
以
来
毎
年
継

続
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

７
月
10
日
㈯
〜
11
日
㈰
に
県

民
会
館
地
下
展
示
室
に
て
、
感

染
症
対
策
を
実
施
し
行
い
ま
し

た
。
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
に
よ
り
、
や
む
な
く
中
止
し

ま
し
た
が
、
今
年
度
は
関
係
の

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
無
事

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

な
お
、
開
会
式
及
び
表
彰
式
は

中
止
し
、
展
示
の
み
行
い
ま
し

た
。会

場
に
は
、
県
内
各
流
派
を

代
表
す
る
華
道
家
２
２
５
名
と

一
般
公
募
36
名
に
よ
る
２
２
２

点
の
作
品
を
展
示
。
季
節
の

花
々
が
賑
わ
う
会
場
に
は
、

３
０
０
０
人
を
超
え
る
多
く
の

来
場
者
が
訪
れ
、
さ
わ
や
か
な

夏
に
ふ
さ
わ
し
い
色
彩
豊
か
で

美
し
い
い
け
ば
な
作
品
の
数
々

に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
一
般
公
募
の
中
か
ら

左
記
の
５
名
が
奨
励
賞
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

【
奨
励
賞
】（
敬
称
略
）

柴
田
智
美　
高
田
紅
子　

山
口
景
子　
岡
崎
恵
美　

梅
嵜
佑
斗

８
月
８
日
㈰
に
県
教
育
文
化

会
館
ホ
ー
ル
に
て
、
午
後
の
部

の
み
の
一
部
制
と
し
開
催
。
感

染
症
対
策
を
十
分
行
い
、観
客
、

出
演
者
、
ス
タ
ッ
フ
と
も
に
皆

様
が
安
心
し
て
参
加
で
き
る
環

境
づ
く
り
に
努
め
ま
し
た
。
ま

た
、
今
年
度
は
出
演
す
る
子
ど

も
た
ち
が
お
互
い
の
ス
テ
ー
ジ

を
相
互
鑑
賞
す
る
機
会
を
設
け

ま
し
た
。

公
演
に
は
多
く
の
観
客
が
来

場
し
、県
内
11
団
体
15
グ
ル
ー

プ
の
魅
力
溢
れ
る
華
や
か
な
舞

台
を
楽
し
み
ま
し
た
。ま
た
、中

国
遼
寧
省
か
ら
届
い
た
舞
台
映

像
の
上
映
の
他
、黒
川
邦
楽
院

と
可
西
舞
踊
研
究
所
に
よ
る
コ

ラ
ボ
作
品
も
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

８
月
７
日
㈯
に
は
、
文
化
庁

委
託
事
業
と
し
て
と
や
ま
こ
ど

も
伝
統
文
化
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
併
催
し
、
邦
楽
、
連
句
、
民

謡
民
舞
の
３
つ
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
講
し
ま
し
た
。

ま
た
、
両
日
に
は
、
海
外
５

カ
国
か
ら
届
い
た
児
童
画
84
点

を
展
示
し
た
と
や
ま
国
際
こ
ど

も
美
術
展
２
０
２
１
も
開
催
し

ま
し
た
。

10
月
14
日
㈭
に
富
山
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
で
県
内
の
芸
術
文

化
関
係
者
の
中
か
ら
ゴ
ル
フ
愛

好
者
34
名
が
集
い
開
催
さ
れ
ま

し
た
。（
表
彰
式
は
中
止
）

総
合
優
勝　
澤
田
金
一
氏

コ
ー
ス
優
勝

杉
田
冨
士
子
氏・清
水
由
久
氏

第
16
回
富
山
県
芸
術
文
化
協
会

北
日
本
新
聞
社
杯
ゴ
ル
フ
大
会

● 

ご
寄
付 

●

県
芸
術
祭
第
70
回
記
念
表
彰

功
労
表
彰
受
賞
の
県
洋
舞
協
会

と
県
華
道
連
合
会
、
芸
文
協
創

立
50
年
記
念
表
彰
特
別
功
労
感

謝
状
を
受
け
ら
れ
た
３
名
と
功

労
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
県
華
道

連
合
会
の
皆
様
よ
り

富
山
県
洋
舞
協
会�

50
万
円

富
山
県
華
道
連
合
会�

30
万
円

久
泉
　
迪
雄
　
氏�

10
万
円

小
泉
　
　
博
　
氏�

10
万
円

酒
井
和
佳
子
　
氏�

10
万
円

富
山
県
華
道
連
合
会
受
賞
者
一
同

�

10
万
円

芸
文
協
創
立
記
念
事
業
に
役
立

た
せ
て
頂
き
ま
す
。

�

● 

協
賛
金 

●

第
４
回
と
や
ま
世
界
こ

ど
も
舞
台
芸
術
祭（
Ｐ
Ａ
Ｔ

２
０
２
２
）へ

富
山
県
洋
舞
協
会�

200
万
円

�

ご
厚
志
に
深
く
感
謝
し
、
皆

様
に
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

２
年
ぶ
り
に
開
催　
第
27
回　
富
山
県
い
け
ば
な
公
募
展

子
ど
も
も
相
互
鑑
賞　

第
４
回 

と
や
ま
こ
ど
も
舞
台
芸
術
祭（
併
催：伝
統
文
化
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）コラボ作品「日本の四季」

日
韓
友
好
交
流
事
業

国
際
交
流
書
藝
展
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令
和
３
年
日
本
の
書
展

7
月
15
日
㈭
〜
7
月
18
日
㈰

富
山
県
民
会
館　
美
術
館
・
地
下
展
示
室

第
20
回
富
山
い
ず
み
高
校
コ
ー
ラ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

7
月
18
日
㈰

富
山
県
教
育
文
化
会
館

２
０
２
１
富
山一陽
展

7
月
22
日（
木
・
祝
）〜
7
月
25
日
㈰

富
山
県
民
会
館　
美
術
館

玉
本
奈
　々
幻
境
〜Phantom

8
月
4
日
㈬
〜
9
月
5
日
㈰

麗
の
會
分
会
場

第
17
回
茶
道
文
化
に
ふ
れ
る
市
民
講
座

8
月
8
日（
日
・
祝
）

富
山
国
際
会
議
場

第
40
回
叢
声
楽
苑
発
表
会　

Ｓ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

8
月
9
日（
月
・
祝
）

北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル

片
山
瞠
山
尺
八
コ
ン
サ
ー
ト

〜
懐
か
し
の
昭
和
歌
謡
〜

9
月
5
日
㈰

井
波
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー　
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル

第
22
回
北
陸
創
玄
展

10
月
1
日
㈮
〜
10
月
3
日
㈰

富
山
県
民
会
館
地
下
展
示
室

と
や
ま
桐
の
会
オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト Vol. 16

10
月
10
日
㈰

富
山
市
民
プ
ラ
ザ　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

第
26
回
書
燈
社
書
作
展

10
月
29
日
㈮
〜
10
月
31
日
㈰

富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル

第
30
回
記
念
富
山
玄
潮
会
書
展

10
月
30
日
㈯
〜
11
月
1
日
㈪

富
山
県
民
会
館
美
術
館

ク
ロ
ス
・
バ
イ
・
ノ
ー
ツ
〜
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン 

へ
と
至
る
遊
戯

11
月
3
日（
水
・
祝
）

富
山
県
教
育
文
化
会
館

第
33
回
富
山
県
高
等
学
校
文
化
祭

11
月
12
日
㈮
〜
11
月
14
日
㈰

富
山
県
民
会
館
ほ
か

第
15
回
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

in 

い
み
ず

11
月
14
日
㈰

高
周
波
文
化
ホ
ー
ル

第
28
回
秋
を
彩
る
北
日
本
い
け
ば
な
展

11
月
20
日
㈯
〜
11
月
21
日
㈰

新
川
文
化
ホ
ー
ル

華
道
家
元
池
坊
高
岡
支
部 

支
部
創
立
80
周
年
記
念
花
展

11
月
27
日
㈯
〜
11
月
28
日
㈰

御
旅
屋
セ
リ
オ
５
階
マ
ル
チ
ル
ー
ム

片
山
瞠
山
開
軒
50
周
年
記
念 

第
６
回
瞠
山
会
尺
八
演
奏
会

11
月
28
日
㈰

砺
波
市
文
化
会
館　
大
ホ
ー
ル

第
１
０
５
回
二
科
展　
富
山
展

11
月
30
日
㈫
〜
12
月
5
日
㈰

富
山
市
民
プ
ラ
ザ

コ
ー
ロ
・
ピ
ア
ー
チ
ェ　

18th. Concert

12
月
4
日
㈯

富
山
市
民
プ
ラ
ザ　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
パ
ー
ク
へ
い
こ
う
！ 

〜
コ
ン
サ
ー
ト for KID

S

〜 vol. 5

12
月
12
日
㈰

富
山
市
民
プ
ラ
ザ　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

ア
レ
グ
リ
ア
フ
ラ
メ
ン
コ
公
演

12
月
26
日
㈰

高
周
波
文
化
ホ
ー
ル

〔
令
和
4
年
〕

第
21
回
と
や
ま
青
少
年
伝
統
芸
能
祭

1
月
16
日
㈰

富
山
県
教
育
文
化
会
館

バ
ッ
ハ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
富
山
第
18
回
定
期
演
奏
会

1
月
30
日
㈰

富
山
市
民
プ
ラ
ザ　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

風
の
旅
〜
絃
と
う
た Sings w

ith Strings

2
月
6
日
㈰

富
山
市
民
プ
ラ
ザ　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

第
58
回
富
山
大
学
合
唱
団
定
期
演
奏
会

2
月
19
日
㈯

北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル

劇
団
Ｐ.

Ｏ.

Ｄ.

第
54
回
公
演

「
ブ
ラ
ッ
ク
・
フ
ラ
ッ
グ
・
ブ
ル
ー
ス
」

2
月
26
日
㈯
〜
2
月
27
日
㈰

高
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

今
枝
友
加
カ
ン
テ
ソ
ロ
ラ
イ
ブ

2
月
26
日
㈯

富
山
県
民
小
劇
場
オ
ル
ビ
ス

も
よ
お
し
の
記
録
と
案
内

【
邦
楽
部
門
】

（
瀬
尾
雅
加
寿
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

６
月
５
日
㈯
〜
６
日
㈰

北�

日
本
新
聞　
越
中
座

講
師
＝
酒
井
雅
邦
先
生

（
邦
楽
家
）

今
年
度
一
回
目
と
な
る
指
導

者
招
へ
い
事
業
は
、
酒
井
雅
邦

先
生
に
よ
る
邦
楽
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
し
た
。
先
生
が
作

曲
さ
れ
た「
津
山
の
里
」と「
天

神
の
詩
曲
」を
題
材
と
し
、細
か

な
指
使
い
や
演
奏
表
現
の
コ
ツ

な
ど
を
丁
寧
に
指
導
し
て
い
た

だ
き
、
受
講
者
は
熱
心
に
練
習

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

【
邦
楽
・
詩
吟
剣
舞
】

（ 

金
盛
知
子
・
長
瀬
天
帆

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

10
月
19
日
㈫

高
岡
市
立
能
町
小
学
校

今
年
度
最
初
の
県
民
ふ
れ
あ

い
公
演
に
は
、
邦
楽
の
正
派

黎あ
け
ぼ
の明
会
と
詩
吟
剣
舞
の
渋
川
流

剣
詩
舞
道
天
蕙
会
が
出
演
。
邦

楽
は
箏
で「
パ
プ
リ
カ
」な
ど
３

曲
を
演
奏
。
箏
の
美
し
く
も
迫

力
の
あ
る
音
色
が
会
場
に
響
き

ま
し
た
。
詩
吟
剣
舞
は「
荒
城

の
月
」な
ど
３
演
目
を
披
露
。

生
徒
た
ち
は
普
段
な
か
な
か
観

る
機
会
の
な
い
伝
統
音
楽
や
芸

能
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

【
洋
舞
・
日
舞
】

（ 

古
井
晴
香
・
花
川
吉
蝶

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

10
月
22
日
㈮

小
矢
部
市
立
東
部
小
学
校

前
半
は
県
洋
舞
協
会
に
所
属

す
る
７
名
の
ダ
ン
サ
ー
が
多
彩

で
華
や
か
な
踊
り
を
披
露
し
ま

し
た
。
続
い
て
県
日
本
舞
踊
協

会
か
ら
藤
間
香
寿
富
社
中
、
藤

間
勘
登
栄
社
中
、
西
川
扇
博
社

中
の
三
社
中
が
出
演
。
生
徒
た

ち
は
終
始
真
剣
な
表
情
で
舞
台

を
鑑
賞
し
、
美
し
い
踊
り
を
十

分
に
堪
能
し
ま
し
た
。
終
演
後

は
出
演
者
に
大
き
な
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

令
和
３
年
度　

県
民
ふ
れ
あ
い
公
演

令
和
３
年
度

芸
術
文
化
指
導
者

　
招
へ
い
事
業
（
邦
楽
）
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